
平成 18年(オ)第 1933号

平成18年(受)第2225号

決 定

当事者の表示 53'j紙当事者目提記載のとおり

上記当事者間の東京高等裁判所平成 15年(ネ)第2743号損害賠積等請求事

件について F 同裁判所が平成18年 6月 16 Bに言い護した判決に対しy 上告人兼

申立入らから上告及び上告受理の申立てがあった。よって，当裁判所は，次のとお

f 

り決定するc

主文

本件上告を棄却する。

本件を上告審として受理しない。

上告費用及び申立費用は上告人兼申立入らの負担とする O

理 出

1 上告について

民事事件について最高裁判所に上告をすることが許されるのはF 民訴法312条

1項又辻2項所定の場合に限られるところ F 本件上告理吉は p 違憲をいうが F その

実質辻単なる法令違反を主張するものであって，明らかに上記各項に規定する事由

に該当しない。

2 上告受理牢立てについて

本件申立ての理由によれば，本件辻F 民訴法318条 1項によち受理すべきもの
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とは認められない。

主文のとおり決定する。よって p 裁判官全員一致の意見で，
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最高裁判所第二小法廷
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